
154.昭和62年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その2

14.築と祭認の自然河道
能登川町神郷斗西遺跡

当iiI跡 11能登JlI Il汀 ~II郷j也先に所イ1:する。北桜する中

i)~lli跡と J~に ~{F生時代後mlから中世に烹るまでの複合

遺跡として川知むれている.今凶の議，'41tは宅地造成工

。l~に先"5[.ち、昭和61~4 日から62年 6 月まて'行い、言問

:住総l而~・tはがJ 9.000 1がにおよんだ。

註な検HIJ也統11Ilì~代時代中 lUlから 1針。!の授穴住居14

械、平安時代後mlの織>i:純.m物8械、構16条、自然、河

i益等である.

n然i，'JjIHま紋大幅約30mを測リ北京からiffi方へ流れ
るが、再聖火ii:)，'i鮮のな地点から大きくニ方に分岐する

むのである.この分自主点付近で~j省航 ・ 』梶 3 必が検出

されている.

MI立、丙方へ分流する幅約8mの河遊を倹断して、

4 条の杭911が~l~初lIllJ に遺存する阪の来と共に検出され

たむのである。平前からエ与えると、現在も琵琶湖周辺

の川川で行われている rj'.り築」の初減形態を示すも

のといえる.また、このillf.Y/.の三か所の杭で、はぽ完
lf~の ニ1::附j球史:? ・ ヨE - 一*JJl1Jが放なに打.ち抜かれて発見

されている。これらの士号'N:~1f:か ら 、緩や}箆は古!ítll寺代

前J~Jに州't~話されたものと巧・えられる 。

事拷

また河辺の分岐点、特にlJhi存11刊の I~辺では、古.t]t時

代前期の大:al;のう己J彩仁保やイ三日時と共に、7It行事2有孔円

鍛や破僻鋭が:1に1二している。 I破砕鋭li後i災の fl走宜子
係銘内行:/t.文鋭」で、nu以前筏lよ10.2cmである。平間1
If:予はパチj移で、内IKII!lJの一端に〈びれを胤し懸Aした
ものと忠われる。このf也、JiI.形や世111移・苦手本1:形木総、

手づくね土総、絵Ilhj-L ~ri '0'iが，'1'，:1'.しており、有償|時代

fìíjWJの河川I~J長j犯の一例として興味がもたれるものであ

る。さらに !.!H也点のが~ 100m r.流J-jll.)Iこは式内社乎lJII
神社が鋲股することと、内;放JI!!.と乎1mNI社の中間に小

裂の前方後円JJtである日l.~訳出jiftがú=(1:しており 、河川

祭舵跡 .lljiJl .式内nの祭場としての|刻i裂が注視され
よう。(能登川町教rtf;:日会楠m 文段)

15.古墳時代後期から平安時代前期の建物
群と久保田山古墳の関査

薄着金町木材 木村吉積書草・本郷遺跡

l両遺跡11、日野川にや;流をもっ佐久良川の有停に開

けた沖約地にな地し、名事11羽生パスストップの南側に

位泣する.，羽倉11、同体うよ'1.は場守主側・li.$に{半い実絡さ

れたむので、今年I~r孟 6 年円の枇終年度に当る。

今年伎の，潟夜l卓、3，900m'についてl沼制625f.6月から

約 5 ヶ月を~して行い、内町民II.~代後j~1の箆穴式住居跡

l 練や議良11年代中 JUIから‘IZ!b.'II.~代，jíjJUIの持jjJ'LlI:建物跡

12棟以ヒをはじめ榔跡・ 1:はなど多数、そして久似岡

山?:i.t.l:tの州派必よぴ別ri:の.~lß を検11'， した。市lJO!l]お

よび奈良 ・ 平安JYJ の!.J~rl高地榊iよ、昨年度までの銅賞で

多くのj立怖が検出されており、東l'lj300"， . i有jじ400m

に及.;;.k ~i高であることがI~l らかとなった。

今副のi総有で特にttllさhるのは、木村占悦鮮のう

久保田山吉境
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ちの久保m山古績の凋炎で従米考えられていた伺績で
なく瀞L:iL只式dJJtであったことである.この久保岡山
古境は、今までの減資で.tJl1ief55m・周t安部15mの円

境と忽定されていた.このため排水路の位置について

は、 JJU主穏を外し、周波内に設i益する計画であったこ
とからその地区について調盆を実施した。結果、 r< J 
の字形に境丘絡部の詳打残欠を検出したことから、そ

の周辺について追加;澗先を行い、制trL只式古.tjlの造り

出し部を硲~した。 J2 リ出し宮'11の~棋は、幅13 .4 m 、

長さ 8，3mをdllJ1)、同丘怖を含めた会長でー63，3mとな

った (1向山 V，UJ の鎗占泊と同形態入蒔右{立、同さ */~50

cmが残っておリ、主に20-40cmのt1J石を使用している。

周泌内の出土逃物には、下1Mで6i!t紀中誕の須忠告E杯
身1点めはか、:Lf.:rI上で例j努lJ修jili輸の破片名手があった。

tJl輸はJft.減が激しくその祁特徴lま不明であるが、そ
の形態から 5世紀後半-6世紀前半のものと思われ、
古償築.ìJ!lP抑制もその~iに比定される。また、この古墳

の南で検出した萩1~1I寺代の rì'4跡からは、万子あるいは

ヘラにより弓矢rX与を紛刻した悶筒鑓鎗(I11 j1可制年第
IV Wl)が出土している.

(五II~主町教育委員会 北111 浩)

16.溝で区画された住居群と古墳群を検出
商事金町市子 平線 .i'伝子遺跡

当該地は、百Ii生郡百日生町のほぼ中央に位置しており、

日野川と佐久良川|に挟まれたi中級地に立地する。調査

.ItT.の周辺には、 UH再遺跡が密集しておリ、問弁滋跡 ・
2主回遺跡 ・ギ塚遺跡 ・市子i必勝に包閉されている。

調布{立、 VI~包・11場校WI/J~業に問i坐するもので、*~J5 ，∞o

m'範聞を発tJ:tiした.

調査Jt!!li、800mの距離を|将てて南北に分かれる。

このうち南部の訓11:1)(では、 7-I積11寺代の盟主火住居跡15

般とi!J.ttt2棋を検:1¥した.f汲火{主知}と古j設は幅12mの
大泌によって区1~lì されている。

盟主穴住'，';'11、いずれも)jl形プランをもつもので、5 

竪穴住居 (SH 8709)の造り付けカマド

世紀中葉めがをもっ住1，';'と、 5i!1:紀f産業の泣リ付Itカ

マドを持つ住討に分釘iされる.カマドを持つ住居から

は、陶邑高官TK216・TK2明併行J切の須.'J!.絡が出土し

ており、大i性市野畑遺跡や安鈴川町南市東遺跡と同線

に初期!須忠告号を出土し、泣り付けカマドをI半う竪穴住
居の築務と理解できる.また、住府区と})IJに区i窃され
た古墳2J去は、マウンドを~:I!さない低墳丘纂であり、

炉をむつ竪穴住1;';'と対になると々えられる。

一方の北部の調ti区でるl卓、自然河川の南西紋辺部に

弥生時代中JUI中誕の方形周鴻必5)主以上を検:1¥した.

ニの方形周鴻必は、 ll1'lf日60$判定にiiltlミ町教委が発織し

た18J慌の周t協議にj主税するものであリ、今年度の調資

によって、 ïJ'f~周桃'ð'f;併のJ広が') 1よ、 *i国200m・南
北 500mに及.l;ことが11)1らかにな った。

(側ilìm仏文化財'f~;;:位協会 .~;川崎 市冷也)

17.平安時代の琴を発見
蒲生町大塚 杉ノ木遺跡

宇多/木遺跡Iま.子市中ml五日中町大塚.m井に所有1する.
周辺は、回井iit跡、平塚治跡、市千足u惨など遺跡の密
集地であリ、また紋j!i:の必貨ではiti:跡範聞のJ立がりが

確認されている.今闘のj潟炎t孟、~';l<営u場空完備事業に

i半うもので、約10， ooOm'を対象とした.験出した主な

逃織は、古JJt時代の重量穴住'm5線以上、自然流路、平
安時代前JIIJの潟跡、平安時代後JUJの沸跡、 ニヒ土広、指立

柱建物7線以上、桜町時代後lUJの土I宏、鴻跡、住穴若手

などである.~立物も多〈、例Jぷ世号、土削岩号、黒色土器、

瓦絡をはじめ、木製1171、石製品(勾王様造品、玉砥石)

などが出土した.

木製の琴I立、平安時代ri切り!の泌(削 3.5m、草案さ l

m)から出土した.以さ 158刷、帆15-23cm、厚さ 2

- 3cm を illil る.器~~'1.民〈ぴH持活の紘イし努!I邑の突起など

から三絃努fごとわかった。一枚の桜材で警告板と機古11を

作リ 、また塁手t以mH1うも織にli'Jって少しn日き気味に作ら

れている。事手似袋IrlIliTI'を特かせるためか、中i.110-15

師、話長さ約 1cm(7)ミゾがはり込まれている。以内では、

琴出土状況
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服部i立跡、坊三!l1HI'逃跡、亦ID-f'11:符i立跡(守山市)、中

沢j立幼:(草津市) 、 tt~浜遺跡(新mUfr) などから ，'1:\ :1二

しているが、いずれも弥生時代後期から古坑11寺代中Jm
のもので、平安時代の緊としては県内でも'Mめての出
土である。また、金問的にみても珍 しく 、jf.合|徒、伊

勢初1ft;';に保管されている容や紹l潟県沖ノ !司祭純治構で

発見された容と椛法的に類似しているむのちあり 、学

の変i溢を考える 1-，で'i'i:1J1な資料であると忠われる。現ヂ

が自廷における祭犯や者11楽に{度われていたことや、政

治的、宗教的機1戒をもっ人々がおii事きしていたことを考

え合わすと 、大塚朗辺に然りごとを可る人々の存否Eを

うかがわせる。

(ìm~1I汀数千T委員会 王寺総博史)

18， r毛長薮」の発掘
安土町香庄香庄遺跡

県道大w自EEE川長浜;fJjtをj!IiJ:八申請市との駁で南におi
れると、安土町大1':t，:庄の~必に入って行く。品Hi-;の

〈免の

r~f'j\lこ I;J: 6世紀に推定されるt1i境械を抱えた熊野神社

がi前町しており 、その南|発娘Jむが 「こ仁色屋敷」と11乎lih

る剥itJむである。l明治6年の地券取締総絵図を見ると 、

当地l止対111也として記入され、ζのあたりー併が桑'):111で

あうたよとが読みとtLる。またi'Jlf&.H布のJl!!元での略取

によれば、ゴニ民リI~の-~Iíjがもとは小泊'; <織りょがった

とJ二ろで、 li没後のご十J也改良のi僚にそのちょうど来;1じに

あたる計百池をt'llめるために土取りされたとのことであ
っfよ。

ところで「二l二尽倣J は武士の座数跡との般定がなさ

れて必り 、室町IIHi';もしくはそれ以tIijのむのと考えら

i1.ている。

調査ははまあま刻~ii}~;及・に j母有のごく |彼られたトレンチ

のみの設定のためi立怖の金谷を知るには閃縦であり、

従って大胆な推測を必裂とするが、以下淵寄生の紋'*に

ついて概嬰を報告する。

〆////////

土屋敷遣事務略図

① f浅野村l千~:の南辺i合いに設けらhたトレンチでI;J:、

条 m }J rí'jの構 (11，j~ 1 m以上)が東西に延びている。

これは当区のiffiに織機する潟水遺跡検/:1'，の粂.ffiつらiri可

の桃にj主なるものと，t引っtl、条.!1lj也;判の;1;)1<境と考え
る。辿;物{ま鎌合mJから主l町}切のものが出土している。
② この織と平行して「土tやIJ~J 部分でIÞ1ií80cmの沿いイ

検:1'，さtl、この京総iが陶へf?IflJに折れるニとを彼認

した。よれは深さ 1m前後をiJIIJる。 r土!eT.赦」のt}，i!

湖、とJfえられる。

@ この.lhll湖:の内 11[11 には方{立の J/~なる二棟のr~JL{.主:法

物が検出された。一方l;J:}，ffi跡、i[i:くで 2X 31{1Jの規棋

をもち条!Rとは方i立の終なるもので、他方il;t4 x 3 
1111以上の粂JUj佼の建物である。このうち後者/iピ

ットの掘方が径80cmと大きく 、j奈さも60cmをiltJlる。

@ 後者の搬立杭4J!;物を母屋と仮定してこれを r土箆

~J~J の rl'心と考えれば、 .lhilの一辺はほぼ60-70m と

flをiWlされる。

以上が当溺1i:における検出i立mのあらましである。
これらの法制iが示すとおリ当地械では、五日生1~1条患の

J也;Ifllとrl"世武家l引肢の織娯リという興味あるI:J]泌をfJt

起することができ 、また従来多くの問題を抱えながら

命じられてきた百11生1ní条裂の 1l!!~，刊のあリガなどに、新

しい資事|を付け1mえ45・るものと考える。
今後のt都th資料の縫製を待ってさらに検証、考祭を

JIfIえてfrきたも、。
(安土町教有委只会石紙正嗣)

19.ニ之宮神社境内の神社庭園
中主町西河原 西河原宮ノ内遺跡

じのふや

二之広告11干上は、野洲'/nS中主町大中西河原宇治ー/内に

fiJr:(I:する、 i匹ii可/JR身37併のii'!!;j'"である。をu云によると、
終if!iI;J:ヲミ児d{fN命と総律主命の二度で、欽明夫IJ.の世
に鋲l単し主主老二年(718)に始めて;社殿を造営したと

し、ヲ。

域内の~J5c1也/;1: 、 ぶJ13 ， OOO rげと l広〈、敷地南米にある

社殿周辺以外{料水となっている。この林の中には、芳、

勉石の施された隅丸方島
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郎大中~宇都の村岡正氏が r滋賀県の縫l縄 ( 窃13 築 ) J 

(眠時数~. 1960年. P53)において 「…樹林地の池形

にかな')の起伏があリ、流れがあって小さな中ぬも認

められる。 …現状でははっきリわからないが、案外古

い逃;伽かも知れなし、」と指摘されたものがみられる。

町教養では、この指摘を受け、本ii'U械の現況測量と
その一部について試掘を行ない、 l怠水4えのものが単に

滋~H主宰鴻であるのかそうでないのか、またその緋進

と築f~1J'.{にの手僚かリを得る目的で、町指定の為の未

指定文化財調資の一環としてき長ぬした.

今回発見した主な遺構は、狭小なトレンチによる議

王監にもかかわらず、境内地南で112m余リの溝を巡ら

せた貼石の向島(径約 7m}・悶丸方ぬ(一辺約6m}と

水路が、境内地北・西では嬬 2m余りの線維な索掘り

端部卒絡がある.遺構は、最下層出土のm物から12'世紀
後半lニ作られ、その後14-世紀後半-15世紀初に貼石 ・

!泊旅などの符鍛備を行ったものと勾えられた。

本i立怖を特徴づけるものは、円Jゐ.~前九万ぬ . ~水

状の~h水;.n織である. こ れらには、貼右や防床、護岸

などがみられ、周辺の111より引水し流れのあったこと

も明らかであるから‘総貧を意図したものであること

は疑いえない。しかし本選絡を庭凶とした絡会、一般

的なH本経閣の概念とは可成り起を爽にしており、日

本庭陥史の中でも類例のない特異念底凶であるといえ

る。また併技術については、貼:tiの向型寝中に花筒岩の

持IFGがl~られ、社殿建築等の契機μ より災地さ れた可

能・険があるとともに、 惣村の発生とこれに係るト:{lA'σ〕

|後織といった懸史的観点から新たに3平怖されねばなら
ないとJ7える.
今後{主、本庭舗の正しい評価がなされるニとを願う

とともに、境内の保全と活用が望まれるのである。

(中主町教育委員会辻 広志}

20.小篠原遺跡の発掘調査
野洲町小篠原小篠原遺跡

事j'i'JIlllll術総定地と して知られる小篠原巡跡の本年!交
の発似制;!'t11、 l，OOOm'前後の比較的小規棋な調査が

多〈災地された。これらの調査の中から 31'ドについて

簡単に紹介する。まず町役湯裏に位;r(する小篠原字上

池問地区では、駐車場用地造ntに伴ぃ約 1，2∞m'が調
査された.鯛盗の結巣、7世紀から12世紀に至る根立

柱建物群、概列、井戸、土妓などが多数検出された。

また問11寺に郡衡の地割と推定される四町四方の特殊地

;刊の来閣制に乗る、奈良時代の道路状逃柿を検出した。

この他にも、鍛立柱建物の建答えに1半う長島祭層重村が多

t誌に投策された、奈良時代~Jiの井戸跡などもみつか っ

ている。 一方、昭和55年度に大規娘細立住建物鮮や、

数時期に及J;倉庫群を検出した字袋ノ後地区において

も、発磁調査が実施された.議重量蘭績はま'.J8001げであ

るが.柱穴士見伐の大きな級王Z柱建物を含む、奈良~平

安時代の銅立柱建物を10線以上検出した.以上のニ鯛

査でli'jg術l刻港施M'と考えられる法相障が多数検出され
たが、殺後に紹介する字下池田絢主主地ではむしろ弥生

時代ー古成時代の泌総が多 <)検出された。絢:r.t削ffiは
1-凹地区合わせて約 800m'であるが、このうち 1-

口地区からは、弥生時代後期から古償時代前期の援穴

住居が4~束倹tlIされた。また 11 :地区では 5世紀中葉か

ら後半の削半有.IJ'tが l>¥l<検出された.古績は局泌のみ

が部分的に検出されたが、現状から推定径30m-40m

の向tjlが復原される. 同海内からは土師~、 m必2器、

3直輸が多主まに出土している。纏輪には肉筒、車'1鎖、衣
釜、1雷、馬、家、動物などが認められる。この他にも

奈良11寺代の土問が3例休分本調査地から出土している。

小篠原逃閥、の発姉1!1r.13宅地'初めて実施さ れて本年l交で12

年と なるが、そろそろ側資成来の集成が試みられるべ

き段階に至っていると言えよう。

{野洲町教育委員会認証 降)

21 鎌禽時ゆ村を発掘 | 
野洲町南銭 高図弁遺跡 |

遺跡;11、野洲川と大山川によって形成されたi当然ぬ

防上に立地し、 三上山の南側にあたります。したがづ

て、火山)11・小山川の士闘賞作用によ り、全体に砂1'(fじ
した土桜m.尚治めパイラン二七)によって縦われ、そ
の下層に1Jt褐色粘土!弱をベースと して泣怖が分ぬして
います。逃何時 1 ;1: 、 ~.6L.，z柱建物76棟 ・ 粂車協 ・ 井戸 3 ヵ

所 ・ 火事事基 3 ヵ所 ・ '*隠 1 ヵ所 ・ 水EB~ ' 土拡16 ヵ所

芸事が検出され、J1H~時代-Æ町時代にかけてのもので

す。特に鎌倉時代の条星携によって区画されたm洛は
注目すべきもので、 4秘立柱逮物73線から偶成される.

区回講を有する建物併は、調査区内に 3均所が硲総さ

れた。そのうち、 1jll25-30cmの震敷地を持つ区両11、

条望講を手'1mし2m織としている。そのl勾に、井戸を
中心に 5-6仰の州立俗:縫物が自己i泣きれている。また、

屋敷必として火事容器が北京隅と磁南附に設けられてい

る.火事臣認はJ，止さ60cmX偏3()cmの木徹内に火緋竹を納

め 、 木炭を絡める~/fí.ì1iで、故I也で火事事された後に hl\激

内に般事事されたものと言える。他の掲立位主主物群11.

、2-3織を'll{立としてまとまリが認められ、井戸.b~ 

地等は伴わない.したがって、区同溝を有するものが

名主百姓層の昆敬、他のものが小作入居の家bWf.と理I!
F浮き hる。

粂Jllii!idJ、中川0.9-1 Jl1、深さ l-l.Znd:alリる1+0問

機と附0.9-1.5111、泌さO.4-0.6mの南北ゆからなり、

1主幹水路は双i!if~~ と Ar-えられる。その・許11 に li 、帆0.8

mの枕列が1(1~として誕ぶものがあり、木橋と.~.ゎ il る。
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通2物tま.祭色土器、土自制器、 tk柑.I反粕・~製品等

の日常縫総が大半を占める.

また、遺跡~to!~の若宮神祉の~札が水不 3 年 (1431

年)であリ、本来l:t西国ヂt遺跡;(こfドう神社のものと総

務される。

この地跡、も犬山川の氾j監による洪水によって、~制I

H村ににはlJL花の衛4安楽子高へ移動し、~子高として終鷲す

る. (野洲町教育委日会花岡 勝広)

22.墓域と居住域が判明
栗東町高野鹿野遺跡

Z吉野遺跡l:t、野洲川左岸自然縫防状微向地と、ぬ状

微沼地にき告かれた古事室時代前1111を中心、とする集落跡と

して知られている。

今旬!の捌査は、共同住宅建設に伴う lr~前純資で、 ai'.l

.ffI62.{f. 4月から 5月にかけて行わJ'Lt，ら
4首;rr2.された遺構は、古墳時代iiiJlYIの段穴式{主情7線、

周滞状遺構lAの他、本城 .t格・ビットなどが検出さ
れた.!!l差穴式住居11、はば方形を乏し、 4本の主柱穴

をむつ.中央には炉が設けられ、l有t途中央部に土t1tを

Lつbのが多いが、 5号住居跡のようにiIt例に設けて

いるものもある.また、関聞には、』断砕を巡らすもの

と、滋らさないものがあり、 2号・住民・跡には拡張した

跡がrtI!.められた。規模は、 一辺が4-5mのLのと、

7-8mのやや大きめのものとがある.慨を区東1Mで

は、 ニつめiHs'跡が:ill.複してねリ、そi1.らの住居-i跡、を
切って占杭の間総と考えられる溝が巡られていた。そ

の岡村J7，~犬itI織は方形に巡ると々え られ、深さ 60cmllírl麦

tTul2 mを測り、 m]Eで1辺IOmljiH去のbのと忽われる。
IHtitt物11、庄内式併行J!11から衛官I式前半fJHi'期に

かけての土師器(裳 ・登 ・お，f+・日誌ずすなど}が出土し、

その中には北陸系と忽われるものも含まれていた。

60JFI支に、今回報告した調布地のすぐ前を調査して

おり、側主区北側似て.~!重際する 2 仰の住居跡、を俗認し

た以外l主、古墳と，t目、われる削減状のj立怖で大半を占め

調査区会景(南方向より)

~ 

d 

ており、このあたリが墓域と民f主竣を灰切る場所では

ないかと考えていた.今回の調査でより-JlH富%なも
のとなq、tr，野巡跡l:t、嘉誠と居住波がセットとなっ
た古漬l時代の ~ri再 として今後の街f究に.m~なすを科を~

ftt<することとなった。

(制球東町文化体育振興事業間近藤 広)

23.野洲川下漉域の初期農耕集落
守山市杉江小望書浜遺跡

新守山川

主事手( ト百改修工事に

先立つ調伐

ト「了 片覇議 (で、本年度

は琵琶湖刈 藩露~f

司l上手から上ifi~

300mの1I1J 可樹r
を主にWIoI3'f

した。今回

)量欝(の調11では、

弥生時代前

者〉期から中1111

にかけての

I長子存跡を調 f下ミ
3!l:区全域で

検出したf也、

縄文時代u免
J!JIから平安 日白孟昌司=匝c.----ヨト

時代i去J~Hニ 出土遺物

かけての各1時代の遺物を含む自然i従r;u事を倹t11した。
i宣繊11、弥生11年代前期から中期にかけてのピットi館、

土ttî:Cfからなる対住区と、弥生時代中期の方形':.1i1~

4~からなる~滅の他、同時期の人工t憶がある。 人工

布陣はn然流量告にik入する状況から、付近に水rnの作:ゐ:
した可能'1'1:がs旬、、。出土遺物li、弥生時代前J~Iから '1 '

mlにかけ ての多f止の土獄 、 石~if、木加 とともに、 ~ilú文

H寺代H免JgJと:llu緑地)jの条浜文系j二総が:.IHI¥している。

他に、iM，供H寺代liijWIの同地の氏から炭化1とが/1¥'1'.した。

占治時代.~ ' IUIから後J切にかけての向然流路 I/~から l立、

上r.~j ~iiの小I{~ 九氏蛍や~ì{ !~:昔話t手身のう己If~品とと b に‘

鉄鎌3点、 7)(-2点などが出土しており， j'I;7]にl'iJ時

期の集法の1Ufする可能性が高い.以上の凋.rf:結~か

ら、小iI'j民遺跡l.i弥生時代前期から.，.期にかけての大

規総な-!l~j，高であり、周辺の赤野fIニi兵j意跡、-;'f ~'ill跡、

わ)L的i立跡、JJr~;n~üï跡などの同時!!Ilの身~i& とともに'l'f'

ìJII川ドìAC城の初期決.t}~.uk必のう足flffi を士11 るうえで久:I，."¥! 

ない'(t料である。

(~I骨i~~f'[ t~t 文化!l:jf呆柊協会 |品.jJj.: JI¥:¥ぷ)



木健検出状況

遺跡iま引金iti下物11汀J也先にi出汽し、 i却'lrドに鈎;Ixを霊

して突き ILI~す烏)LIII!.iの上に所イ1:する"過去の絢符では

弥生時代ヰ'J切の}7Jfj f;'，j .*~~.If'f.と 2~去の玉造工泌が検出さ

れている。

今|荷|の調査は学l込のJ占古1Iにおいて実施したもので、

琵琶iIOW~J発事業の一環として計附された湖昨泌築造工

事に伴うものである。副:fI'l，ま約 1，150m'で、本年1支4

月より i調査に予約千ーし、 7月に完了した。

3立~lliは T. P .8:3.7rnて'弥生H寺代中1tIJの方形問視障基5

J，liと弥生H守代後期の4惨などを検出した。後期の織は、

Ji I1ラ問機号事の周織が拠没し、マウンドだけが阪をのぞ

かせている状況で、マウンドを避けるように蛇行して

17f.1削された Lのである.

-}:j形郎総菜のマウンドには20-30cm.ji;1，佼の胤ニ|ょがi宣

存していた乞 5J&の方彩周i-3i]長のうち、他の 3:J，tとI;l:

1砕を終にすると 141われる 2裁は、 10mXα、10mX7 m 

とやや大lJ:!.のマウンドを持っている。さらにそのうち

の l法(2号ー纂)からは思務主休として木村が検出さ

れている。それぞれの問機からは、議 ・ '~~ .向上下の供

ilik土総が11:¥土している c f也の 3~J;J: 1辺 5-7mとや

や小別で、問機も不i1tJllJ;tであることが多L、。小1'!問m
A% 3 J主のうち 2!主からは供献ニ1二f*r立出土していない。

2 号誌で検出された木村は、カl防局総纂の.\I'~i習の中

心!~I[I上に直角のlí'J さにも日空し、マウンドの紅"心よりがJ

lmJRに{癒している。官11料1;1:段級と阿11!lJf:反を残すのみ

で、ノi 、U救 - lti坂が炎なわれていたほか、 jHlI~疫の両端

と上古11、1え似の上lli.i(，llm倣、 m托している。降板は195
X62X 9 cmに彼7己さtlる。絡のl'i守J主はこの/iH収のJてに
小口叙 ，jllll板を立てていたと tf~定される。 J腐り方 1:;1:. 7

ウンドの t~?tオーのiî中から:rkll ') jb_まれている。

本WI]I;t.、埋葬主体がきわめて良好に逃存していた方

形周泌惑の、県下で数少ないf9IJのひとつである。

(帥滋賀県文化財保J霊協会(Jt)送 功)

25，弥生時代から古墳時代の墓域検出
草津市御倉町 御倉遺跡

水深川改修事業の事前調主主として昭和60年度より御

念遺跡の絢夜を災地し、本年度I;LIじ川の北部約 4，800

m:の認可煮を行っ た。結果、う肘彰問機事);9~主以上、!笠穴

住暦 1 法、指立牧他物跡 3~ 、 =ヒ峨纂:状jむ挑 3 ~，~のほ

か鴻跡、村:rMf、等多〈のi盆榔が検出された。

1)/彫間情説/;J:削Jp:れてHリ周i蒋しか残存していなか

ったが、いずれむ周協は::'E閉するものと忠わ札る。検

出された方形問機誕のうち最大のものは 3号惑で 1辺

12m前後で、間滞附は約2mである。tJI.伎でI;J:121l1lIiJ 

後のもの乙袋、 lQmJ1iH去のもの 2~在、 8m以下の b の

5 J怯に分かれるようで、 l問自i除幕の}:jJ"Jljぃfれもほぼ

方位と市行に作ーらI.tている。また、築造された位;置で

グルー ピングが可能でf~~jを区では 4 l-tに分担員でき 、 検

出状況では 3- 4-)，~を]鮮としているようである。 時

J~I!;J:出土出物が少ないため明石高ではないが、 3号トヨEか
ら庄内}闘の高原がはJ:1こしてねり 、さらに、除機する県

教育委只会のi筑硲区で検出された方Jf手間 i枠拡内から ~J、

生時代後期!の造物および古漬時代前!~lの蜜等11:\こたして

いることから弥生H喜代後期から古墳時代前期lにかけて

当地域に築迭されたものと機i!lllされる@

監穴住府1;1;1辺10m以上の大52の依L奇跡で検:I ~ され

た柱穴のうち 2ヵ所よリ後25ω以上の位4裂が残存して

いた。指s3l:+t獲物跡はI'j伎によ '}2 ffに分かれ、建物

方位をiif!.ltより来に仮る l併については出こl遺物より

平安11寺代後l~1のものである。

今回のi潟支If.で弥生時代からさjJ'汁時代の方j問調溝墓を

'1'心とした逃WI鮮が検出されたが、当i設計時とセットと
なる付:Ii奇跡{土杉:t:I¥;きれなかった。 しかし、問辺の7I<FF1

には当該JUIの逃物が多数散布していることから除機し

た地域に当時期の集?誌の存夜が予測される。

(耳目i令市教脊委只会 谷口 智樹)

第 3号方形周溝墓会景
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